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協同組合とは・・・ 
 

 現在、協同組合は、国際協同組合同盟
（ＩＣＡ）に加盟している組織だけでも、
世界９５ヶ国に２８４の組織があり、組合
員総数は１０億人を超え、国連に登録され
ている組織としては世界最大のＮＧＯ（非
政府組織）となっています。 また、協同
組合共通の定義や価値・原則は「協同組合
のアイデンティティに関するＩＣＡ声明」
として定められています。 
※ＩＣＡ=International Co-operative Alliance 

 
 



協同組合原則 
 

 「ＩＣＡ声明」の中には、協同組合の価
値を実践するための７つの指針（協同組合
原則）があります。 
 ①自発的で開かれた組合員制 
 ②組合員による民主的管理 
 ③組合員の経済的参加 
 ④自治と自立 
 ⑤教育、訓練および広報 
 ⑥協同組合間協同 
 ⑦コミュニティへの関与 
 
 



日本における協同組合 
 

 私たち、生活協同組合（生協）も「協同
組合」のひとつで、さまざまな事業や活動
を通して、思いや願いをともにする人々と
の協同の力で、よりよい暮らしと社会の 
実現を目指す組織です。  

 「協同組合」には、ほかにも、農業協同
組合（農協）や、漁業協同組合（漁協）、 
森林組合、事業協同組合、労働者協同組合、
住宅協同組合、信用協同組合などがあり、
組合員総数は約６,２５０万人・事業高の 
総額は約１６兆円／年間となっています。 
 



福岡県の概要（2016年3月末現在） 

 

 九州地方の北部にある県で、同地方では 
最も人口が多く（約５１０万人・約２２１
万世帯）、三大都市圏以外では唯一、人口
密度が１,０００人/Ｋ㎡を超えています。 

 産業別総生産額では、第３次産業が占め
る割合が約８割と極めて高くなっています。   

 一方、北九州市とその周辺では鉱工業が、
県南部では「小麦」や「いちご」（いずれ
も産出額で全国第２位）などの栽培といっ
た農業も盛んに行われています。 



福岡県の位置 

 

福島市から福岡市まで 

直線距離で 

約１,１００ｋｍほど 

離れています。      

 
※ちなみに、福岡市から・・・ 

 韓国の釜山までは約２００ｋｍ 

 中国の上海までは約８５０ｋｍです。 



エフコープ生協の概要（2016年3月末現
在） 

 

【事業エリア】 福岡県 

【組合員数】 約４７万世帯 

【出資金（資本金）】 約１９８億円 

【供給高（売上高）】 約５２４億円 

【主な事業内容】 

 食料品・日用品の宅配や店舗での供給 

 、福祉事業、共済（保険）事業など  



私たちが大切にしてきた視点 
 

◎リスクアナリシスの考え方を基本 

       とした安全・安心の視点 

◎組合員の声と、参加・参画の視点 

◎生産者・お取引先様との 

       パートナーシップの視点 

◎食と農の視点 

◎人・社会への配慮の視点  



福島第一原発事故後の 
 とりくみ①～「知る、学ぶ」 
 

◎学習会などの開催（生協コープふくしまや     

 ふくしま未来農協などから講師を迎えて・・・） 

  テーマ 開催年月 

放射能について 2011年 7月 

放射性物質と食品汚染 2011年11月 

放射能問題（食の安全懇話会） 2012年 3月 

     （食の安全学習会） 2013年 3月 

原発事故から３年 2014年 1月 



福島第一原発事故後の 
 とりくみ①～「知る、学ぶ」 
 

◎機関紙などでの広報活動 
 学習会などの内容のほか、次の特集記事を掲載。 

 

 

 

 

           

テーマ 開催年月 

放射線ってなんだろう？ 2011年 6月 

残留放射能の検査 2011年8月・9月、2012年3
月 

放射性物質と食品汚染 2012年 2月 

放射性物質をめぐる動き 2012年 6月 

放射性物質検査の今 2013年 3月 エフコープ商品検査センター 
      の様子（一例） 



福島第一原発事故後の 
   とりくみ②～「考える」 
 

◎残留放射能暫定自主基準について 
  

 

 

 

           

時期 内容 

1989年 チェルノブイリ原発事故をきっかけに 
   残留放射能暫定自主基準を設定 

2012年4月 福島第一原発事故をきっかけに 
その見直しについて検討を開始 

（外部有識者を含めた委員会設置） 

2012年 秋 組合員との意見交換、機関紙での広報 

2013年3月 残留放射能暫定自主基準を廃止 



ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ①～「行動」   

◎現地報告会の開催（2012年～） 

   
 

生協コープふくしまなどから 
講師を迎えて、現地の状況を 
ご報告いただき・・・ その後、 
組合員同士で「私たちにできる 
こと」をテーマに交流・・・ 



ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ①～「行動」  

◎組合員による福島訪問ツアー（2013年
～） 

 

 
 



ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ②～「消費」  

◎東北に思いを馳せることができる商品  

 を宅配事業で取扱い（2013年～） 

 

 
 



 

◎果実生産者との交流・取扱い（2014年～） 

 

 

 
 

ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ②～「消費」 

「福島応援隊」（福島の青果物の応援利用） 
の とりくみを応援！ 



 

取扱い商品の利用人数、供給高の推移 

 

 

 

 

 

 
 

ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ②～「消費」 

利用人数 供給高 

2013年度 約１,２００名 約１１０万円 

2014年度 約３０,０００名 約２,９００万円 

2015年度 約４８,０００名 約５,７００万円 

取扱い商品の利用点数に応じて、 
応急仮設住宅に、福岡銘菓を贈呈。 
「お茶会」に役立てていただいています⇒ 



ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ③～「広報」  

◎福岡県内での大型イベントに出展して   

 福島県産品などをＰＲ！（2014年～） 

 

 

 

 

 

 
 

★西日本新聞社主催   ★福岡県主催      ★ﾗﾌﾞｴﾌｴﾑ国際放送主催 
  Smile!FukuokatoTohoku   ふくおかできるﾏｰｹｯﾄ   LoveFM 
FESTIVAL 
 



ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ③～「広報」  

◎西鉄福岡天神駅構内で「福島県産農産物  

 応援フェア」開催（2016年） 

 

 

 

 

 

 
 

テレビ局によるご取材
やラジオ番組生出演も。 

乗降人数は約１３万人／日。  
九州地区でも 

有数のターミナル駅です。 



ふくしま復興応援活動 
  主なとりくみ③～「広報」  

 

 ◎福岡県内の報道各社に積極的に発
信！      

 

 

 

  
  

 左：2015年11月10日付 
 右：2016年06月25日付 
いずれも、西日本新聞 朝刊 紙面 掲載記事。 

ほか、エフコープ生協による「ふくしま復興応援活動」
については、福岡県内に本・支社がある報道機関にて、 
この１年間で２２回の報道を行っていただいています。 



ふくしま復興応援活動 
 主なとりくみ④～「その他」  

◎「平成２８年熊本地震」被災地での  

 「炊き出し」で、福島県産品を活用 

◎福島の子どもたちを福岡にご招待！ 

◎福島県富岡町の「桜」を福岡で植樹 

 

 
 



福島第一原発事故から 
５年超が経ち、ようやく・・・    

事故以降、スーパーマーケットの棚から
消えていた福島県産の「桃」などが復活
しつつあります。 

 

 
 

福島県産
を見つけ
ると、 
ちょっと 
うれしい 
気持ちに 
なります。 



ご清聴いただきまして、 
    ありがとうございました！ 
 
これからも、ずっと・・・ 
 福島県民のみなさまのご多幸を 
         お祈りしています。 

ご意見やご感想・お問い合わせなど、お気軽にお知らせください。 
エフコープ生活協同組合 組合員活動部 TEL:092-947-9003 


